
一般社団法人　日本高度実践看護学会　選挙管理委員会細則

（設置と目的）

第1条 一般社団法人日本高度実践看護学会に、評議員、理事及び監事の選挙を民主的かつ公正に、かつ

円滑に運営することを目的とした選挙管理委員会（以下「委員会」という）を置く。
 

（構成）

委員会は、委員長１名、副委員長５名程度で構成する。選挙管理委員会委員は、選挙権及び被選挙権を

有する。
2 委員長及び副委員長は委員の互選により選出する。

3 委員は、理事長が理事会の承認を得て、理事及び監事以外の正会員の中から委嘱する。委員の選任にあ

たっては、特定の認定資格等に偏ることのないよう配慮しなければならない。

4 前項の委員に欠員が生じた場合は、理事長は理事会に諮り補充の委員を委嘱する。

5 委員が評議員に選定された場合、もしくは、監事選挙と理事選挙の候補者となった場合は、委員を辞さな

ければならない。

　 

（職務）

第3条　委員長は、委員会を統括し、選挙管理活動に関する責務を全うする。

2 委員は選挙管理活動に関する企画及び実務を分担する。

3 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故あるときはその職務を代行する。また、委員長の指示に基

づき、委員会の運営に関する事項を分担することができる。

4 委員及び委員会の事務に従事する者は、選挙管理の職務上知り得た情報を漏らしてはならない。

（任期）

第４条委員の任期は、当該選挙（再選挙を含む）の結果を評議員総会へ報告し、その承認を得るまでと

する。 

（会議）

第5条委員会は、委員長が招集し議長となる。

2 委員長は必要と認める時、電磁的方法による会議を開催することができる。

3 委員長は、必要と認める時には、委員会に構成員以外の者の出席を求めることができる。

（所掌事項）

第6条委員会は選挙管理（再選挙も含む）に係わる次の事項を審議し、その実務にあたる。

(1)選挙日程の策定及び立案

(2)地区制（6地区）に基づく選挙人名簿及び被選挙人名簿の作成・確認

(3)選挙に係わる関係事項の公示

(4)投票（電子投票システム等を含む）及び開票の管理

(5)投票の有効・無効の判定

(6)当選者の決定及び本人への通知・承諾確認

(7)選挙結果の理事会、定期社員総会及び会員総会への報告

(8)次点者を含めた選挙結果報告の作成

(9)その他、選挙の実施に必要な事項

（改廃）

第７条　本細則の改廃は、理事会の承認を経て行うことができる。
 

（附則） 

この細則は令和5年6月1日から施行する。

この細則は令8年7月12日に一部改正する。

本改正に伴い、再選挙に係る選挙管理委員会細則は廃止し、本細則に統合するものとする。


